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（脳神経細胞の再分極に必要な脳血流の閾値は，脱分極の
閾値よりも高く，脳低温療法により低下する）
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

ラットの脳虚血モデルを用いて，神経細胞の再分極に必要な脳血流を測定した．ラット

の大脳皮質にガラス電極とレーザードップラーを設置し，それぞれ細胞外電位と脳血流

を測定した．両側総頸動脈を遮断後，脱血により一定の割合で脳血流を低下させ，神経

細胞が脱分極を起こす脳血流の閾値を測定した．5 分間または 10 分間の虚血時間の後

に返血を開始し，同じ割合で脳血流を上昇させ，再分極に必要な脳血流の閾値を測定し

た．また，脱分極の直後から脳低温療法を行い，同様に再分極の閾値を測定した(全 4

群，各 n=10)．再分極に必要な脳血流の閾値は，46.5 ± 12%(5 分虚血)，61.5 ± 14%(10

分虚血)であり，脱分極時の脳血流の閾値(19.2 ± 4.6% )よりも有意に高かった(p < 0.01)．

脳低温療法により再分極の閾値は有意に低下した(5 分虚血後 33.8 ± 10%，p < 0.01，10

分虚血後 36.6 ± 6%，p < 0.01)．再分極に必要な脳血流の閾値は脱分極の閾値より高く，

脳低温療法により低下する． 
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